
現代シリアの社会変動と政治権力構造

一一回政治エリートの交替（1946～63年〉←ー
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結びにかえて

はじめに

シリアの歴史は1946年の独立他1）から60年代初

頭にかけて大きく転換した。独立によってフラン

ス委任統治から脱却したシリアは，一時期自由主

義体制の時代を迎えたが，間もなく社会主義体制

へと転換していった。

独立期のシリアは，経済・社会の近代化を図り

近代国家の建設を試みた。との近代化の過程は，

シリア社会の経済的ならびに社会的構成を大きく

変えることとなった。前近代的な農業社会は近代

的な社会へと変質した。オットマン帝国時代から

の遺制である封建的な社会関係の基底にある経済

社会構造は，独立期の資本主義的な発展に上って

瓦解した。これは，また同時に，教育などの社会

改革とあいまって社会の流動化を大きく促進し

た。これら社会変動のプロセスは，さらにこのプ

ロセスに対応して政治権力状況をも変化させた。

本稿では，独立がら60年代初頭にかけてシリア

史が体験した社会変動のプロセスを，経済的，社
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会的，および政治的側面から明らかにすることを

課題としている。

社会変動の経済的側面として，まず，この時期

における経済発展の過程をフォローする。そして，

この期間に展開された資本主義的生産の浸透によ

ってもたらされた経済構造の変化を概略する。

次に，この経済発展の過程と並行して生起した

社会構成の変容をとりあげる。ここでは，この社

会構成を社会諾グルーフ。の相互関係という視点か

ら捉える試みをしてみたい。この方法によれば，

前近代的な襲業社会における社会グループは，封

建的な土地貴族，商人，および農民に分類できる。

この前近代的な社会構成は，資本主義的な経済発

展や教育の普及などによって変容をうけ新たな社

会構成を生み出すこととなった。ここでは，これ

ら近代化の過程において現われた新しい社会グル

ーフ。を描写することとする。

経済・社会状況の変化は，第3の側面である政

治状況をも大きく変化させた。筆者は，この問題

を政治権力状、況にたいする社会変動の影響という

視点からとりあげる。そして，この政治権力状況

の変容をとくに政治エリ｝トの交替として把える

こととする。具体的には，伝統的エリートの没落

と新しいエリートの台頭のプロセスを史実に即し

て把握することになる。かくしてここでは，伝統
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的エリートの没落過程の解明が基本的なテーマと

なる。

以下，上記三つの側面における変化を相互に関

連させて捉えることによって，独立期から1960年

代初頭にかけてのシリアの社会変動のダイナミズ

ムを説明してみたい。

（伐 1) νリ7（！）独立は，プランス ti:'任統治府に派

il1されたま古代表カトルー（GeorgesCatroux）将軍に上

って1941年6月に宣託された。しか Lながら， 7 ラン

ス委任統治宝石が撤退しシリアが完全な独立を達成した

（，＇）は 1946｛ド4Hである。シリア政府もこの時（1946年

4月17日〉をもって「シリアの独立JとLている。

I 経済発展の構造

一一資本主義的生産の展開一一

独立期におけるシリア経済は農業が基軸であっ

た（注1〕。工業は伝統的な手工業が主流を占め，近

代的な工業の発展は30年代ごろから始まり， 40年

代， 50年代に大きな成長をみた。この時期におけ

る経済発展の構造を農業と工業について以下概観

してみる。

1. 農業の展開

独立時における農業は，まだ自然のJ恩恵に依存

した状況にあり開発の余地が大きく残されてい

た。耕作可能な土地や瀧概可能な土地が宋開発の

まま残されていた。

農村では封建的な社会関係が一般的であった。

国家権力は，基本的には封建的な土地貴族の挙中

にあり，かれらは自らの基盤を強固にし拡大しよ

うとしていた。農民は，その対極で被搾取者とし

て抑圧されてヤた。

外国資本の農業にたいする影響は，独立前と同

様この時期になっても依然として大きかった。こ

の外国資本の影響力は，シリアの通貨制度がフラ

現代シリアの社会変動と政治権カ構造

第1：表耕地面積の推移

（単位： 1,000ho)

一正-;i瓦瓦品7棚地｜司言「
1946 I 284 2，α渇 I 2,290 
1953 I 民知 I 3,160 I 3,669 
1954 I 514 I 3,520 I 4,0叫
1955 I 日o 3,513 I 4,100 
1956 I 回目2 3，奴熔 I 4,5叩
1957 I 583 ，侃6 I 4,649 

（出所） Badr al-Din al・Siba'I,ad卸 a’＇alaal-ra' s-
mal al-ajnabl fl surtya (1850-1958）〔シリアに
おける外国資本について（1850～1958〕〕， Damas-
cus, 1967, p. 391. 

ン圏から離脱する位2）まで弱体化することなく維

持されてきた。

第二次世界大戦は農業の発展にとって大きな刺

激となった。新しい戦争状況のもとで食料や原料

などシリアの農業生産物にたいする需要がきわめ

て大きくなった。シリアは，圏内需要および連合

駐留軍の需要を賄わねばならなかった。そして，

これらの需要を越える生産物は近隣アラブ諸国に

輸出していた。戦争後においても農業生産物にた

いする需要はきわめて大きく，この需要を満たす

ために耕地が大幅に拡大された。また，農業機械

や肥料の使用が普及し，濯瓶の拡大と改良が実施

されるようになった。独立から1957年までの耕地

面積の変化は第1表に示すとおりである。

独立後10年間で耕地面積は約2倍に増加した。

この耕地面積の増加は，非濯概地のみならず濯j慨

地をも含んでおり，両者とも約2倍に増加した。

この濯i陵地の増加は，国家による投資よりも個人

による投資によってもたらされた。耕地の濯概に

発動機を使用するようになったのは戦争後のこと

である。この湛概用発動機の台数は， 1950年には

2780台にまで遺した（註3）。農業機械，化学肥料，

および湛概用発動機などの使用はこの期間に飛躍

的に発展した（第2表〉。これら農業における機械
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第2表農業機械，肥料の普及状況

年次｜トラクベ露ttr;t穀年時同
1946 I 230 I 45 I 157 I ? 
1953 I 1,115 I s,687 I 627 I 11,340 
1954 I 1,454 I 9,181 I 661 I 15,561 
1955 I 1, 786 I 13, 267 i 693 I 25,014 
1956 I 2,014 I 15,824 787 I 24,074 
1957 I 2,792 I 16,949 1 818 I 25,069 

〈出所） 第1表に同じ（p.392）。

の使用と化学肥料の普及は，単位当り収量を大き

く上昇させた。

この期聞に開拓された耕地の大半はジヤジーラ

県に集中していた。この地域では戦争による農産

物需要の増大，フランス植民地主義の力の弱化，

フランス委任統治の終了，民族政権の誕生などが

契機になって開発が進められ，資本が投下され，

翠用労働が拡大した。

農地の所有状況には根本的な変化がみられなか

った。農地改草の必要が認識されながらも，フラ

ンス委任統治期からの農地所有状況は独立期にな

っても基本的に維持されてャた（註4)。逆に，大農

地所有者層の代弁者が掌握した政治権力はこの土

地所有を確固たるものとし，かつ拡大するための

重要な挺子となっていた。この農地所有の基本的

な構造は， 1958年の農地改革まで存続した。民族

ブルジョアジーの成長は，この時期には，まだ初期

的な段階にあり，政権を掌握しながら農業の発展

を阻害し園内の市場を狭小にしている封建的な諸

関係を打ち壊すまでにはいたらなかった。民衆の

階級的闘争が意識され組織されてくるにつれてこ

れらブルジョアジーや封建的な土地貴族は民衆に

対抗するために提携するようになった。この農地

所有に関する基本的な骨格が変化を受けるのは，

農地改革によってである。

この改革により農業生産関係に新しい変化がみ
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られるようになった。農業機械や雇用労働の普

及，および貨幣商品経済の浸透などの結果により

農村にも資本主義的な関係が芽生えてきた。戦争

は，貨幣商品経済の浸透にとって大きな刺激剤と

なった。輸入がほとんど停止する一方，農業生産

物にたいする需要が急増した。これは，自給経済

にとって大きな衝撃となった。そして，農業機械

や雇用労働の普及はますます発展し資本主義的な

関係惟引が一層進行した。この傾向はとくにジヤ

ジーラ県とユーフラテス県で顕著であった。

このような変化は，農業生産にも反映した。こ

の時期に工芸作物の相対的重要性が大いに高まっ

た。とくに，圏内需要の増大と輸出の伸びによっ

て綿花栽培にたいする依存度が大きくなった。フ

ランス委任統治期には穀類の生産が主体で，その

作付面積は全耕地面積の72.7% (19:-n～37年平均〉

を占めていた。当時，工芸作物の栽培は耕地面積

のせいぜい3%を占めるにすぎなかった。戦争中

は穀物の需要が増大した結果，その価格が上昇し

生産が発展したが，工芸作物の生産は停滞傾向を

示した。しかし，戦争が終結すると工芸作物の生

産は再び相対的に重要性を増してきた位6）。

工芸作物の発展のなかでもっとも重要なものは

綿花と砂糖大根の生産である。独立から50年代初



頭にかけてジャジーラ県とユーフラテス河流域の

処女地の開発と結びついて，綿花と砂糖大根の生

産が大きな発展をみせた。綿花の作付けは， 1950

～51年にかけて，おりからの朝鮮戦争の勃発にと

もなう綿花価格の上昇とあいまって，急激に発展

した（/1'7＼さらに，砂糖大根も同時期に新しい作

物として普及した。このユーフラテス河流域およ

びジャジーラ県の処女地の開発における綿花左砂

糖大根の生産の発展は，シリアにおける農業ブル

ジョアジーの発展の過程でもあった。

この時期における主要農作物の生産状況は第3

表にみることができる。穀物の生産の伸びに比べ

て綿花や砂糖大根の生産の伸びがきわめて大きか

ったことがわかる。

謹概網の発達による耕地面積の拡大，機械の利

用や化学肥料の普及による単位収量の上昇，近代

的な農業経営の導入，および第一次，第二次世界

大戦中の農産物価格の土昇や朝鮮戦争による綿花

需要の増大などは，この時期の農業の発展や農業

ブノレジョアジーの成長に大きく貢献した。

2. エ難の麗隣

工業の発展は，フランス委任統治期には多くの

制約を受けていた。この状況は，独立期になって

も継続していたが，政府による工業保護育成政策

が実施されるようになって，この制約の影響力は

次第に弱まってきた。その結果，とくに1950年代

にかけて国内工業が開花してきた。

シリアにおける工業の発展は，フランス委任統

治期から次のような問題を抱えていた。①近代的

な工業に必要とされる撚料が石油にしろ石炭にし

ろ欠如していた。②金融機構が外国資本によって

支配され，その活動は外国の利害を優先していた

rn-8）。③封建的土地貴族や大土地所有者に蓄積さ

れた資本は，民族工業などの生産部門に投資され

現代シリアの社会変動と政治権力構造

ず他の用途に費消されることが多かった。④シリ

アの工業は軽工業で，近代的な工業に必要な機

械，設備資材，およびこれらの交換部品などの製

造ができなかった。それゆえ，これらの機材・部

品は先進資本主義国とくに帝国主義国に依存せざ

るをえず，その結果民族工業の発展が結局は帝国

主義国に益するという矛盾に直面していた惟9)0 

シリア工業が直面していたこれらの状況にたい

し，政府は保護奨励政策を実施して民族工業の育

成に努めた。

民族工業育成のために政府が実施した最大の貢

献は企業にtr:.i.、する融資である。これは， 1949年

から開始され1952年に一時中止されるが1954年に

再び復活された。 1949年から1952年1月までの3

年聞に政府が実施した工業融資は18件で，その額

は2360万シリア・ポンドに達した。

民族工業を保護し奨励するための方策も講じら

れた。 1950年にレバノンとの関税同盟を破棄する

ことによって，ベイルートの商業ブルジョアジー

からダマスカスを中心とする圏内のブルジョアジ

ーを保護した。これによって政権を掌握していた

ブルジョアジー（注10）はその階級的利害に適した経

済・金融政策をとることとなった。かくして1952

年に発布された関税法は，さらに民族工業を保護

育成し，その発展を奨励することとなった〈注11)。

すでに指摘したような悪条件にもかかわらず，

このような政府による関税保護や工業融資などの

政策は農業生産性の上昇や戦争を契機とした商人

麗の資本蓄積の増加などと相まって民族工業の発

展をもたらした。地主などは主として製粉業，植

物油工業，缶詰工業，皮革など農産物加工プロジ

ェクトを中心に投資した。また，戦争によって大

幅な富を蕎積した商人たちは伝統的な産業である

繊維部門に投資するとともに，ガラス，セメント，

ラ



~4 署長 シリアにおける工業投資

（単位： 100万シリア・ポンド）

年次投資額｜年次｜投資額

1943 I 0. 77 I' 1951 I 5.00 
1944 I o.35 I' 1952 I 1.16 
1945 I 14 .00 I 19日 I 4.06 
1946 I 58.20 I 1954 I 19.13 
1947 i 3.70 I 19日 I 25.55 
1948 I 9.00 1: 19日｜沼.02
1949 I 7.10 卜－
19田 j 0.75 _I＿合計 I 176.79 

（出所）第1表に同じ（p.405）。

化学工業などの新規の分野にも投資した。

この期間の工業投資の推移は第4表によってみ

ることができる。

近代的な工業にたいする投資は，フランス委任

統治期の1920～43年には2171万シリア・ポンドに

すぎなかったのにたいし，独立期の1943～56年の

わずか14年間にこの投資額は 1億7679万シリア・

ポンド〈と飛躍的に増加した世間。 1943～56年の

投資をみると，フランス委任統治E震が駐屯してい

た1945年までの時期にはまだ緩慢であったが，駐

屯軍が撤退してから軍部のクーデターが遂行され

る1949年までの時期には飛躍的な伸びをみせた。

1946年における急激な投資の伸びには，戦争によ

る蓄積が大きく影響している。そして，怒事クー

デターが頻発した1949～54年の軍事政権期には一

時停滞傾向を示すが， 1954年以降議会民主制が復

活するや再び増加した。

これと併行して運搬手段や機械・設備資材など

の輸入も増加した也13）。

このようにして成長してきたシリアの工業は次

のような特徴を有していた（第5表）。

①投下資本，労働者数，企業数のどの点からみ

ても紡績・織物工業が基幹をなしていた。

②投下資本の順位をみると，紡績・織物部門が

第1位で，これに植物油，繰綿，セメント部門が

ti 

鯨5義主要な工業部門の活動状況（1954年〉

活動分一野一丁｜年一間－生産F量丁｜企一業一数一「｜労働十者一数一I（手面~主互ζ主Lー） 

紡績・織物 2.6万トン 797 20,000 40.0 
スグト製ッ造キン 1,700万足 85 810 5.0 

セメント 24.9万トン 2 6日 15.0 

繰ガ ラ 綿ス
7.27万トン 111 3，似）（） 15.0 
1万トン 1 335 7.0 

トリコット ~i万万個皮 207 3回 5.7 

皮植物革油
50 2,700 2.0 

1.65万トン 20 2,8伺 25.0 

製石 ケ 糖ン 1.23万トン 59 銀ぬ 10.0 
3.57万トン 1 800 12.0 

缶 詰 0.37万トン 2 300 4.0 
マッチ 7 3印 2.0 
靴 4 125 3.0 
菓子類 350トン 310 3，印O 2.5 

（出所） 第1表に同じ（p.410）。

次ぎ，さらに製糖，石ケン，ガラス部門がくる。

③労働者数の順位をみると，紡績・織物部門が

突出している。これに次いで，繰綿，皮革，植物

油部門がくる。

④企業数でみても，紡績・織物部門が圧倒的に

多い。これに次いで菓子製造，トリコット，繰綿，

ストッキング製造部門がくる。

これらの特徴とともに， 1950年代前半における

建築分野の繁栄を指摘しておかなければならな

い。この時期における民間セクターの投資の約4

割が建築にたいするものであった。しかも，その

大半は富裕者階級の住居（ダマスカスに集中〉にた

いするものであった惟14)0

工業の発展はダマスカス，アレッポという大都

市に集中した。 1956年におけるこれら工業発展の

地理的分布をみると，株式会社形態をとった企業

のうち会社数にして5割強，資本金にして約5割

がダマスカスに集中していた。また，会社数の3

割，資本金の3割強がアレッポに存在した。この

ダマスカスとアレッポの 2大都市に工業のほぼ大

半が集中していた。この他では，地中海沿岸のラ



タキア，内陸中央部のホムス，ハマ，ユーフラテ

ス河沿い砂漠中央部のディーリ・ゾー／レなどの都

市に分布した〔注15）。

（注 1〕 この指標として国内純生産NDPに占める

農業の比率をみると， 1958～61年の不況JtJHを除いて約

33～40%であ－，た。 ND Pに，＇iめるT，業の比率も除々

に上11・ してIH、たが， ND P円形成における：桜木的な

役割lは興業によって担われていた。
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一

（

(I主2〕 フランス委任統治以前のシリアでは， トル

コ紙幣（ボンド〕とエジプト・ボントが流通していた。

フランスは委任統治を開始するや否や，フランス・フ

ランを法礎に新しい通貨シりア・ポン lを流通させた

(1920年3月31日の布告第129号）。シリア通貨は，こ

れ以降，プランス・フランに従属することとなった。

シりア通貨がアランλ ・フランから独立するのは第二

次大戦後になってからのことである。 vリア政府l立，

1948年2Tl，フラン図からの離脱を宣言した。これが

最終的に法的関係として処理されたのは， 1949年2月

7日に調印されたフランス＝シリア協定によってであ

る。シリアの通貨・金融制度史については， 'Ashshe 

George, al-ni.亭amal-malr fl surlya〔シりアの金融

システムJ,Damascus, Damascus Univ. Press, 1959 
や Asfour,Edmund Y., Syria: Development and 

Moneta1・y Policy, Cambridge, Massachusetts, 

Harvard University Press, 1967.を参照せよ。

（注 3) 1950年における濯瓶用発動機の普及を，主

要県別にみると次の通り． ダマスカス県327台，ホム

ス県232台，円マ県845台，ユーブラテス県 274台，ジ

ャジーラtll:280台， 7 レッポ県636台。アレッポ県やハ

マ県という内陸部の肥沃地帯に普及していることと，

現代シリアの社会変動と政治権力構造

ジャジーラ県やユーフヲテス県という処女地の開拓が

大規様に実施された地域に普及していることが特徴で

ある。

（注4) 規模別農地所有状況には地方によりきわめ

てたきな差異がみられた。たとえば， 10ヘクタール未

満の農地所有の比本は，ホーヲーン県で46%，ジャパ

ノレ・ドウノレーズ県で33%, ラタキア県で28%であるの

にたい L，ホムス県で4%，ハマ県で 1%，ジヤジー

ヲ県で5%であった（1945年の私有地）。しかしながら

全体としてみると，弘有地で小規模所有地（10ヘクタ

ール未満）が15%，中規模所有地（10～100ヘクター
ル〉が33%，大規模所有地（100ヘクタール以上〉が29

%，国有地が23%という構成（二こでは1945年時点〉

が農地改革まで継続されていた。詳細については，

Abd al・HiidiAbbiis, al-ar4 wa al-isla!i al-jirth 

ft s12r1ya〔シリアの土地と農業改革〕， Damascus,dar 

al-yaq,a aト冶rabiya,1962，ゃBadral-Din al-Si旧工

adwa’＇ala al-ra’s-mal al-ajnabl fl s127勺d

(1850-1958) 〔シりアにおける外国資本について

(1850-1958）〕， Damascus,diir al-jamiihir 1967.を参

照せよ。

（注5) この地域で大土地所有者が実施していた生

産方法は慨して次のようなものであった。大土地所有

者が機械を購入L，技術者を雇用 L，資本を投下し，

労働者を雇L、，生産物を占有した。大土地所有者にこ

れらの資本蓄積がない場合には，かれらは機微の所有

者と共同 L，土地の耕作，播種，収穫，脱穀を L，そ

の後収穫物を分割した。いわば，当時一般的であった

前近代的な方法と，あとで生まれてくる純粋に資本主

事量的な方法との混合形態にすぎなかった。

（注6) この時期における綿花の生産量と輸出量を

みると次のとおりである。

綿花の生産量と輸出量 （単位：トγ〕

.1 19日年｝~19昨一円函.：－r 1削年 I i姉年

綿花生産量 62,924 I 58,074 i 46,984 I 12,129 I 83，鈍4
上記のうち｜ I I I I 
輸出量 I24.088 I 37,786 I 53,946 I鈎，137I 44,859 

〈出所） Syrian Arab Republic, Statistical Abstract, 1951, 
1956. 

〈注7) 独立から1950年代初頭にかけての主要農作

物の作付面積と生産量は次表に示すとおりである。
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（出所〉 前表に同じ。

（注〕 綿花は，種子を含んでいなし、。つまり，品berの生産量を示
している。

（注8) このため民族工業、発展のための金融機構わ

整備が必要とされていた。 1948年にフラン霞から厳

脱したシリアは， 19日年に通貨基本法を発布し新しい

独立した金融機縫の確立に努力するが，中央銀行が設

立され実際に業務を開始するのは1956年8月になって

からのことであった。この通貨基本法は， 1953年3月

28日に発布された法令第87号で，これは次の飼っの柱

からなっていた。①Currency但ulCredit Boardと呼

ばれる中央通貨当局を設置すること，②シリア中央銀

行（CentralB阻kof Syria）の創設，③通貨制度の再

編成，④銀行業務の規制。さらに，工業金融を実施す

る工業銀行の設立も中央銀行に先んずることはなかっ

た。それゆえ，寓内産業発展のための金属虫機構の整備

は，この時期の後半になってようやく確立されること

となった。

（注9) このような状況にもかかわらず，この独立

期の前半にも多くの会社が設立されている。その代表

的なものとしては，シリア建築会社（1944年）， ガラ

ス・陶器会社（1945年入砂糖会社（1946年〉，染織会社

(1946年〕，商工業統一会社〈紡僚と織物を行なう，

1946年），ダマスカス冷凍会社（1946年），石けん会社

(1946年〉，シリア・プロジェ Fト会社（住宅建設のた

8 

めの会社， 1946年），電気会社（1946年〉，シリア・レ

バノン映画会社（1947年〕，シリア織物会社（1947年〕，

食物油製造会社（1947年），シャハパ会社（セメント，

1948年〉，農業プロジェタト会社（処女地の開拓と濯甑

を行なう，1948年〉，綿花・油肥会社（1951年），シリア

紡績会社（1951年〕，靴製造会社（1951年〉などがある。

（注10) 1951年のシシャクリーの第2回目のクーテ

ター後に成立したフアウズィー・セルー（FawziSelu) 

内閣（1952年6月8日～1953年7月10日〕はその最も

代表的なものである。この内閣は，軍人，医者，弁護

士，企業家から構成されたが企業家の勢力が強かっ

た。とくに，大蔵大臣ミとなったムハンマッド・サイード・

ザイーム（Mu¥:lammadSa'1d al-Za'Im）は，当時シリ

アで最大級の商メ，産業家であった。この内閣時代に

新しい工業奨励法が発布された。

(itll) 民侠工業を保護育成するために，ウールや

綿商品の輸入関税率を25%にまで，さらに1952年には

50%にまで引き上げた。また，マッチ，靴，右ケン，
ソックス，ガラス，家具，アルコーんなどの商品は貿

易禁止となった。 1952年の法令は，これらの方向を一

層促進させた。工業プロジェタトに使用される機械や

資材の輸入関税が免除され，多くの工場は工場建設の

ための諸税を免除された。さらにはまた，工業プロジ

ェタトの利潤のうち10%までは所得税を免除された。

（注12) デイミトシエンコーの推定によれば，この

額は，1955年末までには， 2億2500万シリア・ポンドに

達したとし、ぅ。 Baclral・Dinal品 bii'I,op. cit., p. 405. 
（注13) 運搬手段，機械，設備資材の輸入状況は次

表に示すとおりである。資料の制約で1943年から1953

年は重量で，1952年から19.回年は輸入額で示している。

相陸線，段備費材。輸入量

年次｜ト γ 数 l年次｜ト γ 徴

1鈍3 I 370 II 1948 I 19,815 
1倒4 I 6直8 II 1950 I 9,100 
1似5 I 1,817 II 19唱1 I 19ぷ胸
1附 I 5,667 II 1952 I 10，蜘
1947 I 12,652 11 1953 I 12，側

〈出所〉 Badr al-Din al-Siba・i,op. cit., pp. 406・407.

繊械，設備資材等の輸入額

（単位：100万シリ7 ・ポγ ド）

：子－竺！竺竺L重品｜｜年次｜融手段｜蕗瓦
1952 I 19.7 I 52.8 11 1956 I 57.9 I 95.0 
1953 I 28.1 I 伺 .4 11 1957 I 29.0 Iη.3 
1954 I お.8I 89.2 II 1958 I 31.5 I 87 .8 
1955 I 47.9 I 96.5 II I I 

（出所）前褒に同じ。

（注14) Rizq Allah Hailan, sariya baina al-

takhalluf叩 aal・・tanmり，a〔後進性と発展のはざまに



あるシリア〕， pp.163-164. 当時のl：業用設備資材に

たいする投資は民間セ Pターにおける投資総額0;25%

を占めるに遜ぎなかったという。

（注15) 1956年時点における近代的む工業会）1:c，地

時的な分布ti次表によって示され乙。
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H 社会構成の変化

一一新しい社会グループの出現一

この期聞における経済の発展と教育の普及は社

会構成を大きく変化させ新しい社会グルーずの出

現をもたらした。

地主の一部や第一次，第二次世界大戦で謂った

商人や資本家たちが盛業や工業に投資し嚢業ブル

ジョアジーや工業プノレジョアジーに転換していっ

た。農業部門への投資は輸出市場と結びついた綿

花栽培や工業プロジェクトに原料〔とくに砂糖大

根）を供給するという視点から飛E霊的に発展した。

このことは， i霊瓶網の拡大と処女地の開発，およ

び農業機械や化学肥料の使用の普及などをもたら

した。工業部門への投資は伝統的な分野に限定さ

れず新しい分野でも実施された。かくして，製粉，

食品加工，識維，ガラス，セメントなどの分野が

発展した。

これら経済の発展にとって最も重要な時期は

1949年から1954年までの軍事政権期であった。前

近代的な社会秩序の封建的性格を払拭し新たに近

代産業国家を樹立する方向を打ち出した軍事政権

期は，資本主義的体制の枠組みが設定されシリア

現代シリアの社会変動と政治権力構造

でブルヅョアジーが最も栄えた時期である。この

ブルジョアジーはこの時期に二つの契機，つまり

レバノンとの関税同盟の破棄と朝鮮戦争の勃発と

によって大きく発展した。

農・工業部門にたいする投資の拡大とそれに伴

う経済発展は，一方で労働力需要の増大とそれに

伴う農村から都市への人口移動をもたらし，他方

で労働力の質の変化と技術者，管理者層の出現を

もたらした。このような変化はさらに都市や農村

に下層労働者や貧困農民層の出現をもたらした。

経済構造の変質によってもたらされた社会の流

動化は，伝統的な社会構成に亀裂をもたらすこと

となった。いま，これを社会諸グループ。に分類し

整理してみる。

前近代的な農業社会は，基本的に①伝統的なグ

yレーフ。（注1），②商人，③農民とから構成されていた。

1. 新しい社会諸グループ

伝統的なグルーフ・は，血統と家柄と富（土地〉と

を基盤とし，世襲的な身分的特権を有する地方社

会の名士・有力者である。このグループにおいて

は血統と家柄による選択が支配している。この例

として，グマスカスではアイピシュ（Aibish）家，

マルグム（地rdam）家，ハキーム（l;Iaktm）家，ハッ

ファーyレ（恥白r）家，ホーリー（KhorI）家，アズム

(A抑）家などが，ホムスではアターシー（AtAssI)

家，シパーイー（SibA't）家，ドゥルーピー（DuriibI)

家などが，ハマではアズム（A事m）家，パラージー

(B値段I）家，キーラーニュー（KililnI）家などが，アレ

ッポではクドゥシー（Qudsi）家，キーフィヤー（Kl・

khiyil）家，ジャービリー（｝ibirl）家などが，カミシ

ュリーではニザームイッディーン（Ni狩m al-Din) 

家，スウェーグではアトラシュ（Atrash）家などが

あげられる惜幻。

これら伝統的なグループの地主の一部や第一
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次，第二次世界大戦で多額の富を蓄積した商人た

ちが農業や工業に投資し農業プ／レジョアジーや工

業ブルジョアジーへと転換した。

農業ブルジョアジーとしてはジヤジーラ県のア

スファルコナッジャール（A!!fad、fajjar）家とムエー

ル・ク、ソパーニー（Muniral-Qubh吾川）とが有名で

ある。その一人アヂィーブ・アスファル（Adibaト

A号far）はカミシュリーとダマスカス近郊に大農地

を所有し企業家的農業を営み，また建築資材の販

売などの商業に従事するとともに，モザイク工場

やセメント工場を設立した。ムエーyレ・クッパー

ニーもジャゾーラ県に大農地を所有した。さらに

建築資材の販売を営みモザイク工場を設立した。

農業プノレヅョアジーでありながら，商業を営み，

シリアの工業発展に大いに貢献した人物としてム

ハンマッド・サイード・ザ、イーム（Mul:iammad

Sa‘rd al-Z〆rm）があげられる。かれは，ハマ，ア

レッポで商業を営み，絹織物工場，紡績工場，製

糖工場，セメント工場などを設立した。 1950年代

前半には蔵相を務め工業の保護・奨励，通貨基本

法などの発布に尽力した。

商業を営みながら，かつ工業の発展に大きな貢

献をした人物として，さらにロシュディー・パク

ダーシュ（RoshdIBakdash）がいる。自らは靴下製

造工場を経営しながら，同時に工業博覧会やダマ

スカス工業会議所の発展に貢献した。

地主で工業に投資した例としてアドナーン・ナ

プノレシー（Adnii.nal・Nablsi）があげられる。かれは，

家具工場を設立している。

工業ブルジョアジーとしてきわめて有名だった

のはアブドゥルハーディー・リパート（Abdal-Hiidl 

Ribat）とサラーフイッディーン・シヨルベジィー

(Salii.l:i al-Din al剖1orbijr）である。前者は，ダマス

カスの名士であると同時に商業を営み，多数の商・

IO 

第6褒シリアにおける教育の普及

室I1944/45 J 1947／必 Ji蜘／日
！一一年同一明トー特

小学閥 1,072 
I 148,427 

中学問 64 
I 11,594 

専門学問 9 
I 1,255 

教員養成問 4! : 8 10 
I 2841 36~1 1 , 2711 1,599 

（出所） Syrian Arab Republic, Statistical Abstract 
1948, 1961; Ziadeh, Nicola A. Syria and Leba・ 

non, Beirut, 1965, pp. 247司252.

（注〉上段：学校数，下段：学生数。

第7表シリア大学の学生数

一瓦－ ・it-－・寸一平生数
1947/48 I 1,128 
1948/49 I 2,201 
1950/51 I 2, 169 
19四／53 I 4,6卯
1954/55 I 4,483 
1958/59 I 7，倒3

（出所）第6表に同じ。
（注〉 1950/51年から19回以59年までの学生数は，シ
リア周籍の学生数である。 1947/48年と1948/49年
の学生数は，シリア人以外の学生も含んでいる。
たとえば，イラク人，ヨルダン人，パレスチナ人
など。

工業企業や会社を興した。後者は，シリアを代表す

る大工業家で，アレッポやダマスカス，さらにカイ

ロにタパコ工場など多くの工場を設立した也3）。

ブルジョアジーの発展との対極で労働者階級も

成長した。労働者階級の成長は労働組合を大きく

発展させた。近代的な工業における労働者数をみ

ると， 1937年には約3万3000人であったが， 1954

年には約4万5000人に増加した（注4）。労働組合は

1925年に最初に設立され（注S), 1936年には労働組

合連盟が結成された（注6）。労働運動は労働組合の

成立とともに大きな社会勢力として発展し， 1930

年代には組合運動の自由，労働時間，賃金，休暇



などに関する諸要求を掲げてストライキ闘争を行

なった位打。 1946年には労働法が発布された。か

くして， 1948年末までに労働組合数は 120，労働

組合員数は2万6799名に達したCll:8¥

近代的工業の発展は，さらに技術者や管理者層

を成長させることとなった。 50年代後半期におけ

る技術者の数は， 1956年の428名， 1958年の470名

から1960年には的2名に遣しているUl'9）。

2. 教育の普及

経済発展と並行して教育の普及もこの時期にお

ける社会の流動化を促進した要因である。教育の

内容には二種類あった。一つは普通の一般・専門

教育で，他方は軍事教育である。一般・噂門教育

の普及は第6, 7表によって示すことができる。

独立時の 1944/45年度から10年のあいだに，初

等教育，中等教育とも大幅に普及した。たとえば

この期間に初等教育では学校数が2.5倍，学生数

が2.3倍，中等教育では学校数が3.8倍，学生数が

5.2倍となった f注10）。大学における教育は，これ

らよりもさらに普及した。大学生の数は 1947/48

年から 7年のあいだに 2.6倍に増加した。この間

学部も医学・術学・薬学部，法学部に加えて看護

学科，工学部，文学部，教育学部，イスラム法学

部，社会科学学部などが増設された。

専門教育の普及もめざましかった。技術者養成

のための専門学校も同じ期間に2倍となり学生数

も2倍強に増加している。初等および中等教育の

普及と並行して教員養成も伸びていた。教員養成

所の数は2倍となり学生数は約4.5倍に増加した。

このように教育の飛躍的な普及は，学生数の増

加とともに，経済発展と並行して管理者層や技術

者層の成長を促進させることとなった。さらに自

由業である医者や弁護士など都市のインテリの成

長を促進した位11)。

現代シリアの社会変動と政治権力構造

軍事教育も社会の流動化を促進する要因となっ

た。軍事教育は軍隊とくに将校グループの構成に

変化をもたらした。

1946年にフランス委任統治軍世間が撤退したあ

と独立国シリアの軍隊は，このフランス委任統治

軍の一部の元将校・兵士たちゃフランス委任統治

に抵抗して各地方に分散していた将校グルーフ。

借 13）なEが中心となって構成されていた。しかし

その後独立国としてシリアは軍隊の強化・拡大を

阿った。その結果，シリアの軍隊は1945年の印00

名から1948年には 1万2α）（）名に，さらに1949年に

は2万7α）（｝名にまで達した。この軍隊と並行して

憲兵隊があり，その数は1945年に3500名， 1948年

には5似的名であった。

将校グルーフ。の社会経済的系譜は時代とともに

変化した。フランス委任統治期には伝統的なグル

ーフ。層のなかから将校がでていた。しかしながら

これらグループρ彊は職業として軍人を好まずその

数は限定されていた位14）。

独立期になると，これら旧軍人にかわって地方

中小都市の下層中産階級出身の軍人が軍隊におい

て実権を握るようになった。これらはとくに，1949

～54年に軍事政権を挙握したアディープ・シシャ

クリー（Adtbal剖1ishakl1）や政治家アクラム・ホー

ラーェー（Akramal・ I;Iawr!l.ni）の周囲に集結した軍

人グノレーフ。に代表される世間。かれらは1950年代

後半の政治局面を大きく左右する勢力となった。

50年代末期から60年代初頭にかけて，経済的貧

困層出身の軍人が台頭してきた。社会経済的貧困

層は，教育によって社会的進出を図った。とくに

辺境地帯に居住する貧困なマイノリティにとって

は，生活の資を確保する機会や社会的進出を図る

機会は軍人や教員になる以外に方法がなかった。

これにたいし，初期の大学教育はほぼ上流階級の
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ものとなっていた。

この点で，この階層にとって教育の果たした役

割はきわめて重要であったといえる。これら社会

経済的貧困層出身の軍人としては，アブドウルカ

リーム・ザハルイヴデ、イーン（Ahdal-Karim Zahr 

al-Din），ジャーシム・アルワーン（JasimAlw五n),

ムハンマヴド・オムラーン（MuJ:i姐 1ma<lUmran), 

アミーン・ハーフィズ（Aminal-1:lafez）などや，ア

ブドウノレカリーム・ナフラーウィ（Abelal-Karim 

al・NahlawI）に本いられたグマスカス将校グループ

（注16）があげられる。

これに対応して，軍人グルーフoの勢力にも変化

がみられ，軍部における実権は伝統的な上流階級

出身の将校から中小都市とくにハマを中心とする

下層中産階級出身の将校グループ。に，さらには農

村部の下層マイノリティ出身の将校グルーデへと

推移した。

以上のように，経済の発展や教育の普及は社会

の流動化をもたらし，伝統的な社会秩序に変化を

もたらした。旧来からの社会構成，つまり血統と

家柄を基盤とした身分的特権層である伝統的なグ

l レープ（名望家），商人，農民という社会構成が変

質を遂げ新しい社会グルーフ・が出現した。これら

は，①商・工業ブルジョアジー，および②弁護士，

医者，薬剤師，教師，技術者，管理者，軍人将校な

ど都市の下層中産階級を構成するグループ，さら

に③学生，④下層労働者層，⑤貧困農民層である。

（注 1) 地方社会の名泉家であり，かれらは 7 ラン

スによるゴ地所有制度の改革（ 7 ラ／スの委任統治期

に実施された改革で，法令としては1924年4月7日発

有iの法令第2547号， 1925iF 6月10日発布の法令第 144

号， 1926年3月10日発布の法令第 171げなとかこiu:

村］：討する〕により大土地所有おとな，＇f:o これ以降1.:1:

封建的な土地貴侠として存在した。

(it 2) これら名努家は地方の政治・社会・経済の

I2 

支配者であるととも lこ，アラブ・ナショナリズム運動

の先島区者ともなった。そして実質的には新しいエリー

トが登場する〈第E節を参照せよ〕までシリアの政治

を支配してい k。ヌーりー・アイピシュ（N百rIaト

Aibish），ジャ：ーノL・マルダム (JamllMardam），ハ

ザン・ハキーム（l:lasanal-I:Jakim），ノLトワ 7 1・ハソ

7 ・rール（Lutfial-l;la任ar), 7 7 ーリ只・；）＂；ーりー

(Faris al・Kh凸ri），ノ、ーりド・アズム（Khalidal-A害m),

ハーシム・アターヶー（Hashimal-Atassi），ハーユー

・ンノ：←イー（Hantal-Siba 'i），サーイプ・アズム（Saib

al-A干m），アプド iソラフマーン・アズム（Abelal-Ral.1-

manal-A手m），ナジープ・パラージィ（Naj1bal-Barazl), 

ナージム・グドゥ γー（Na干imal-Q吋si），ロシコデイ

・キーフィヤー（Rushdlal-K1khiya），アプド，；，ノレパー

イー・ニザームイヅディーン（Abdal-Ba.qi Ni手am

al・D111），スル々ン・アトラシュ（Sultanal・Atrash）な

ど枚挙にし、とまがない。

(ii: 3) 他にも商業，工業7＇ルジョアジーは多数い

f：。しかもダマスカスとアレヅポに集中していた。い

ま，これら商・工業プルジョアジーをま号千あげておく。

ダマスカスでは，ボーリス・ハッジャール（Bolisal-

草ajjar，アルコー凡で場，セメント板工場）， アミ

ン・ハヅブアール（Aminal－早affar，石ケン工場〕， ザ

キ F ・ダラーティ（Zakial・Dalati，ジャム，チョコレ

ート士場，輸出業）， アブドウノレハミード・ディヤー

ブ（Abelal-I;lamid Diyllh，セメント工場，紡績・織物

工場〕，オスマーン・シャルパーティ（Osmanal-

Sharbati, Fパヨ製造工場，専売に関与），バドゥリ

ー・デュバーイー（Badripubii'i，香料，薬品工場〉，

ムエール・マハヤニー（MunirMahiiyanI，穀物商，

製粉工場），アンワル・シャツヲーフ（Anwaral-Sha!-

111):i, 議詩工場，右油精製・配給会社〉などが， アレ

ッポでは，ナジィープ・バーキー（NajibBa.qi, 各地

に工場を所有，油脂・石ケン工場，精米工場，仲介業〉，

＋プリー・ショルベジィー（号abrlal-ShorbijI，タパコ

製造工場，アレッポの大商人の 1人〉，サーミー・サ

ーイム・ダブル（Siimi$a'im al・Dahr，織物会社を始

め多くの商業，工業に従事〉などが著名であった。ホ

ムスでは，シャウキー・ホ＋ーミー（Shawql al-

手us盃mi)，ジャワード・アプドァダーイム（JawadAbd 

al-Da'im）などがいるが，他の商・工業ブノレジョアジ

ーはホ J、スで治政1しながら同時にダマスカスでも営業

L' J;,；をダマスカスに榊えている者が多かった。たと



えば，ムハンマヮド・サイード・ザイーム（l:I主），ク

ゾハーニー（Qubbani）家のサートー・タツバーェー

(Sarni Quhbani, 1汗料， オリエ／｜向品 ，｝ ）販売で有

名，ホムス工業会議所の理事のほかにダ Jスカスのガ

ラス会社， tメント・建築資材会ti・,,tJj総・畿物会主f

v)n事として悩広く活躍していた），ンョン・ 寸J-：， ナー

ウィ (Jhon争al:mawi，ホムス工業会議所の殉a事長のほ

か；.－， ゲーすスカスv＞ガラ兄・七メント会；｜，がJ車問・織

物会社，線新1・約花輪出会社，製桝会引，ホムスのセ

メント・建築資材会討の経営に参加1してし、t：） などが

若名である。さらに，ハマでは，アドハム・サーミー

(Adham aトSarni各種工業に j定資するとともにホム

ス工業会議所の理事も勤めた〕やムスタソハ・ブア

フリー（Mu号tafiiF心主hrI，尚・人， l：楽家〉などか， シ

タキアではアドワール・サアーダ（AdwiirSa’iida，尚一

人， E業家， Pハコ工場，純物工業〉やロドルブ・＋

アーダ（RodlufSa'acla，商人，金融業〉などが｛jf,で

あった。

( ii:・4) Baclr al-Din al・Siba'i,op. cit., p. 263,413. 

（も主5) シリアで忌初に設立された労働組合U:,

「アレッ h締u：労働組｛t」であった。 AbdallahI:Iann亘，
al・IJaraka al・'ummtlllya fl surlya wa libntln; 

1900→1.945〔シリアとレパノンにおりる労働運動（1開O

～1945）〕， Damascus,1973. p, 330. 

（注6) Ibid., pp. 345-360. 

（注7〕 たとえば，織物労働者山 λ トライキをみる

と， 1930斗ωダマスカヘ 1932年v＞アレヅポ， 1934il"

J）ハマおよてFホムスなどがあけ、られる。ぷ制1;IJ ,Ibid., 

pp. 345-416.を参照せよ。

（注8) う＇i働組合と労働組合員全即日I］に教頭！ずると
次夫のようになる。

労働組合。：状i:,I0948年ι）
県 融1 合 数 組合員数

F、..

45 9,:168 
19 4,235 
7 584 
1:i 1.6:l6 
:16 10,976 

120 26,799 

ス
ス
吋
ア
ポ

ブ

ヤ
i
y

R
ム
マ

タ

レ

ダ
ド
ハ
ヲ

γ

（出所） Syrian Arah Republic, Statistical Abs/rad, 1949, 
pp. 77 81. 

名都市別に組合員数の多い労働組合をみてみると，

ダマスカスでは，パン製造職人労働組合（874名），ア

ラブ織機鰍物労働組合（804名），アガノ、ーニ一級物労

現代シリアの社会変動と政治権力検i色

i削 l{;-（倒）名），鉄道労働組合（501t）など，；Jsムス
では＋畿労働者組合（笈削名），石油労働者組合（615

名）など，ハマでは（自動事類〉運転手労働組合（175

名），鍛工組合（122名）など，アレツポではアラア織

機織物労働組合（2676名〉，機械織労働者組合（14日名入

鉄道労働者組合（960名〕，石油労働者組合（820名入

靴製造労働者組合（406名〉など，さらにラタキアでは

タハコ製造労働者組合（684名〕，アスフアルト製造労

働台組合（250名〕，石切労働者組合（142名〉などがあ

げられる。 SyrianArab Republic, Statistical Abst・ 

ract, 1.949, pp. 77→80. 

Cl仁9) 1950年代前半における数字は出掛できな

L、。 1950年代後半における技術者数はとくに機械，定

X，土木の分野でたきく伸びたの

シリ 7における妓術者数の州作

"r次 l~II Ii I地質｜機械｜厄気l建築｜上木I・" 
115: :ll52133l781 釘1I 452 

196。I14 i 4 I加 I43 I 卯 I359 I 602 
1961 J 16 4 : 72 I前｜錫 i 綿6I 

uu，苛） Syrian Arah Republic, Statistical Abstract, 1961, 
p, 408目
on Gこでmwされた技術者。数’Fは，技術者連開にXl'llされた
者。数である

(ii:10〕 人Ill土こ山JLJ]l:¥Jに29伺万人から3800万人へ

と約 UI併に消／JI!している。これ正比較すると，初等

教育の？？及は人＼ Iの伸びの約2ff；，中等教育は約3～

4惜の内及をしていたことがわかる。

(itll) 介護士協会にぴ録された弁護士の数は， 19

56年6日名， 1957年716i己， 1960年751名， 1961年790

i',, 1964ifo809名であった。 SyrianArab Republic, 

Statistical J¥bstract, 1956, 1961, 1964. 

（注12〕 “Troupe Special”と汚われていた。この

軍隊はシリアとレパノンの統治を任務としていた。そ

J）数i.t,1926年で5000名， 1930年で 1万3仰O名であっ

た。そ ，｝） うち将校，｝）数は， 1930＇＜！＇，で 319'!:',Cうちシリア

人l.il62名）， 1938年で306名（うちンリア人は218名〕

であった。シリア人将校はそ c'J），.、｜’が少（ι以下であり
＂＇・，、、ー。

enニ13) 独立闘争でソランス取にマイ→ナノレーン
(Maisalun）の戦いで敗北したシりアの将校たちは，ハ

マ，ダマスカス，ジャパノレ・ドゥルーズなどのj也方に

逃亡し，各地の市民解放戦線に加わっていた。これら

の将校が独立後の新しい γ リア寧の較を形成すること

13 



となった。

〈注14〕 仁流階級出身の軍人としては，たとえばタ

庁 74－？・ニザームイッデ4ーン（TawfiqNi戸m

al-Din），フ了イダル・アターシー（Fai<Jalal・A絹留のな

どをあげることができる。

(ll:15) アディープ・シシャタりーJ)i京友としては

アミ－ Y ・ナ7-Vー（Aminal・NafO.rI），アブマド・

アプドヮルカ Hーム（AJ::imadAbel al-Karim），アブ l

ワルハミード・サッラージ（Abelal－草創nidal-Sarraj), 

トワマ・アウダッタッラ（Tu'mehal-Awdattallah), 

ア7 -...ド・ソナイディー（Al;lmadl;Iunaidi）などが，

アクヲム・ホーラーニーの僚友としてけ，アブドロル

ガンニ←・カンヌート（Abdal-Ganni Qanniit), J、ス

タブアー・ J、ムトヶーン（Mu幹afaI;Iamd白n），メヒー

ンュ・カツラ←ス（BahijKallas), リヤード・ 7 ーリ

キー（Riyadal・Maliki），ジヤード・ノ、リーり←（Ziy邑rl

al-I;Iarlrl）などがあげられる。

（注16) アグラム・ダイリー（AkramDair！），ムヒ

ープ・ヒンディー（Muhibal-Hind！），ブァーイズ.V 

ヴアーイー（Fa'izal-Rifa'i）などがこ c/Jグループ r)）メ

ンハーであった。

皿社会変動と政治エリート

l. 政治エリート

独立期におけるシリアめ政治を支配した政治エ

リートは，その性質から伝統的エリート，反体制

エリ｝ト，および新しいエリートの三つのタイプ

に分類できる。

伝統的エリ｝トは社会的地位の基準として血統

や家柄を重視し，家系の系譜や紐帯を政党帰属や

政治行動の甚礎とした。そして，大学教育を受け

ており，基本的には軍人でなく，資産を有する名

望家のメンバーである点が特徴としてあげられ

る。このエリートは，グマスカスやアレッポとい

う大都会および各地方の中心都市のtU身であっ

た。社会グループという分類からみると，このエ

リートには，マ／レダム家，アターシ一家，アズム

家，クドゥシ一家，キーフィヤ一家，アトラシュ

14 

家のような名望家グループ。およびこの系譜をひく

大工業プノレゾョアジーなどが連携する。また，社

会グループとしてみると近代的なグルーフ・に分類

されるがその政治的参加としてはこの伝統的なエ

リートの範ち冷うに連携されるべきグループとし

て大都会の商・工業ブルジョアジーがいる。政党

との関係でみると，この政治エリートは，ナショ

ナノレ・ブロック（NationalBloc）およびこれから分

岐した人民党（l;lizbal-sha'b, The People’s Party, 

以下， PPと略す〉や国民党（al－刷zhal-watani, The 

National Party，以下NPと略す〕ど連携した位 I)。

反体制エリートは，上記伝統的エリートに対抗

してかれらから政権を奪取しようとしたグループ

である。この政治エリートは，社会的地位の基準

として血縁的関係を重要視しない。教育はあり，

軍人が多〈，資産は若干ある。この政治エリート

は，地方の中小都市とくにハマの下層中産階級の

出身者が主流であった。そしてとくに，アディー

ブ・シシャクリーが結成したアラブ解放運動（Arab

Liberation Movement〔注2），以下ALMとする〉に参

加した将校グルーフ。（注3）とアクラム・ホーラーエ

ーグループ<lt4）が中心となり，これに弁護士，医

者，技術者，教員なEのグルーフ。（注5）などが連携

した。政党との関係では，この政治エリートはそ

の体質からして特定政党に結合しにくいが，上記

ALMのほかにイデオロギー政党としてのシリア

民族主義者党（al・l;lizhal-surI al-qa官ml,The Syrian 

Social Nationalist Party，以下SSN Pと略す〕CILG）や

初期のパース党at,7），共産党Ot.8）と連携した。

新しいエリートは，経済的貧困層の出身で，か

ろうじて初等教育を受けられた社会層で，高等教

育は教員養成や軍事教育など無料の制度を利用し

た。伝統的エリートと反体制エリートが都会出身

であるのにたいし，この政治エリートは辺部な農



シリア概略図

現代シリアの社会変動と政治権力構造

地

中

海 イ

ク

一一－ l!;tl 
－ー・ーー・揮i畳

（注〉 1952年末の土地調査以前は，ハサケ県はジヤジ一三里，ディーリ・ゾール県は7,t二ラート県（竺ァマ

ラテス県〕，ダラア県はホアラーン県と呼ばれていた。

村山岳部のしかもマイノリティの出身が主体であ

った。このエリートでは，軍人将校と教員が核を

なしている。社会グループ。としては，この軍人将

校，教員という核のほかに労働者，農民などのグ

lレーフ。がこれに連携する。政党との関係では， 19

60年代以降のパース党と連携するが，軍人グノレー

プも一つの政治勢力を形成した。

独立から1960年代初頭にかけてのシリアの政治

過程は，これら政治エリートの対抗・交替のプロ

セスであった。この時期の政治過程は，独立から

1949年までの議会民主制期， 1949年から1954年ま

での軍事政権期， 1954年から1958年までの議会民

主制期， 1958年から1961年までのアラブ連合共和

同時代（エジプ卜との合併：期）， 1961年から1963年ま

での議会制復活期， 1963年以降のパース党独裁期

に区分することができる。ことでは，このような

政治過程の展開を念頭において，独立から1963年

初頭に至るまでのシリアにおける政治エリートの

対抗・交替を，とくに伝統的エリートの没落とい

う視点から概説することとする。

2. 独立から家事政権の誕生まで

独立から1949年のホス二一・ザイーム（甲山nl

al-Za'Im）の軍事クーデターまでの時期は，議会民

主制がしかれ政党政治がおこなわれた。当時の政

党で代表的なものとしては， NP,P P，社会協同

党 (al・]:iizbal-ta電車wunial・ishtiri!.ki,The Cooperative 

Iラ



Socialist Party )C注9), SSNP，イスラミック・プロ

ック（al-kutlaal-islamiya) C注10），共産党，パース党

などがあった。NPとPPは家系や血縁，個人の社

会的地位・名声を基礎とした集合体であるのにた

いし，社会協同党，イスラミック・プロック， SSN  

P，共産党，パース党などーーとりわけ後二者一ー

はイデオロギーを基礎とした集合体であった。

1946年から1949年にかけての3年間に伝統的な

社会秩序が急速に変化しはじめた。当時の政治組

織は家族・血縁的な紐帯と密接に結びついてい

た。しかもこの家族・血縁的紐帯には階級的性格

が付帯していた。たとえば，ハマとダマスカスと

に根拠をおくアズム家の場合，そのメンバーは，

アズム家の構成員たることによって社会的地位を

保証され，その階級的地位からもたらされる経済

的特権を享受していた。このように，政治におい

て家族・血縁的紐帯が重要な役割を果たしたの

は，これら名望家が強力な権力を掌握していた諸

都市，とくにホムス，アレッポ，ハマなどにおい

てである。このような社会構造を背景として，政

治行動や政党への帰属が家族・血縁的組帯を基礎

として行なわれていた〈住11〕。そして，政治グルー

プ聞の争いが家族系譜を通じて行なわれていた

(tl:12＼政治における家族・血縁的紐帯の重要性は

とくに選挙における票のとりまとめにあらわれ

た。これに関しては，家族内部の出来事！だけでな

く家族の政治的帰属をも決定できる家長や部族長

の態度がきわめて大きな影響力を持っていた。

このように家族・血縁的紐帯に左右されていた

政治状況は‘経済発展や教育の普及などによって

社会の流動化が進行しこの家族・ ffil縁的紐帯が弛

緩することによって大きく瓦解する運命を抱えて

いた。

家族・血縁的紐帯に規定された伝統的な社会状

16 

況は，新しい近代的な議会民主制の導入にふさわ

しいものではなかった。フランスの委任統治時代

に植え付けられ，ヨーロッパで教育を受けた知識

人，つまり伝統的エリートたちによって支持され

ていたシリアの議会民主制は有効に機能しなかっ

た。このような政治・社会状況のもとで保守的な

政党であるNPとPPが活躍するが，同時に他方

で革新的なイデオロギーに支えられたパース党や

共産党もその足場を固めつつあった。

3. 軍事政権期

1949年の軍事クーデターはこの前近代的な社会

にたいする挑戦であり，近代的な議会民主制と伝統

的な社会状況との矛盾を修正する試みであった。

1948年のパレスチナ戦争の敗北の責任をめぐっ

て文民政府と軍部とが衝突した（註13）。両者の衝突

は， 1949年3月のホスニー・ザイームのクーデタ

ーで頂点に達した。このザ、イームのクーデター

は，ヨーロ、ソパをモデルとしてつくられたシリア

の政治システムつまり議会民主制の正当性を打ち

崩す最初の攻撃であった。

同年8月のサーミー・ヒンナーウィー（SamI

al・l;linni!.wl）のクーデターを経て周年12月に実行さ

れたアディープ・シシャクリーのクーデターは，

1954年まで継続する長期軍事政権を樹立した。こ

のシシャクリーのクーデターはブルジョアジーに

よって支持された。このシシャクリ一政権の方針

は，従来の前近代的な社会の封建的な体質を崩簸

させ，近代的な産業国家を打ちたてることにあっ

た。このシシャクリ一政権のイデオロギーは，特

定の政策のなかに具体化された（注14）。

シシャクリーは当初軍隊に留まれ背後で実権

を費量握していたが， 1951年末になると諸政党や伝

統的エリートたちによって支記されていた既存の

制度に対抗して大衆の支持を背景とした合法的か



つ安定的な政権を樹立しようとした。そして， 11

月29日に再びクーデターを起こし，名実ともに政

権を獲得した。 12月には議会を解散し，翌年4月

には政党をすべて解散させた。新しい内閣は産

業家一般の利害を代表できるように配慮された

（注目）。また，大衆の支持を得るために8月にはA

LMを結成した。さらに，政権の安定を期すため

に，治安当局や裁判所にたいするコントロールを

強化した。学生，教員，大学教師はストライキや

デモやその他のあらゆる政治運動に参加しないよ

う警告された。

このようなシシャクリーの政策は，やがて社会

の諸グループ。から反感を買うこととなった。シシ

ャクリ一政権の支持者であったダマスカスを中心

とする商・工業ブルジョアジーはやがてシシャク

リ一政権の経済政策の限界にあいそをつかした。

また，新しい弁護士，医者などのグルーフ。は，シ

シャクリ一政権のJ恩恵に浴したにもかかわらず，

社会において勢力あるクツレーフ。を形成することが

できずシシャクリーに大きな政治的支持を与える

ことができなかった。軍隊も，当初はシシャクリ

ーの味方であったが，かれが政治に深く介入しす

ぎて軍隊に冷淡な態度をとり将校なかでも僚友の

解雇などを行なった惜16）ことから，かれは軍隊の

支持を失なってしまった。かくして，シシャクリ

一政権の基量産であった諸グJレーァ・がかれに反旗を

ひるがえし団結した惜17）。これらの反対勢力は，

右派，左派にかぎらず， 1954年までに根本的な変

化を要求するようになっていた。学生のデモと過

激な行動がアレッポ，ダマスカス，；J，ムスなどの

各都市で起こった。地方の政治家たちの支持を受

け，学生たちはストライキを行なった（注目）。

かくしてシシャクリ一政権は，学生の大規模な

運動によって扇動された軍践の蜂起によって転覆

現代シリアの社会変動と政治権力構造

された。

この1949年から1954年にいたる政治過程は，伝

統的エリートにたいする反体制エリートの挑戦で

あったといえる。しかしながら，この反体制エリ

ートは，伝統的エリートの政治的枠組みのもとで

権力の奪取を図ろうと試みたにすぎなかった。こ

れにたいし，新しい政治勢力として登場した新し

いエリートは，既存の政治的枠組みとは全く異な

った新しい体制を要求した。

4. 家事政権の崩綾と議会民主司自j

1950年代の社会の流動化は，伝統的エリートに

たいする軍人を中心とした反体制エリートの攻撃

と並行して，新しい社会グルーフ。の成長をもたら

していた。軍事政権が崩壊するや革新的な社会主

義者グループの勢力が大きく台頭し， 1954年には

学生，労働者，農民などと合流して社会主義統一戦

隷（TheUnited Socialist Front）を結成した。 1954年

から1958年のアラブ連合共和国結成に至るまでの

時期は，このような経済発展や教育の普及などの

国内状況の変化のみならずまた周囲の外的状況の

変化によって，シリアの政治コースが大きな影響

を受け，社会主義者グループが大きく発展した。

当時の政治グループは保守派と革新派の二派に

大きく分かれていた。保守派は，伝統的グルーフ。

やブルジョアジーから成るNPやPPと，これを

支持するイスラム同胞団， SSNPとから構成され

た。他方，革新派は，知識人，学生，労働者，農

民に支持された共産党と民族主義的および社会主

義的性格を合わせ持つパース党から構成された。

議会民主制が復活されたこの時期は，革新派が優

勢を占めヨーロッパ資本やヨーロッパの技術に依

存してきた民族ブルジョアジーが守勢にまわった

時期である。

革新派の台頭は，軍事政権崩嬢後に実施された

17 



第B表 1949年， 1954年選挙による党派別議席
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（出所） Seale Patrick, The Struggle for Syria, 
Oxford, Oxford University Press, 1966, p. 182; 

Mu]:iammad Abd al-Moil, al・inhiyar al－如 biJ"
〔大崩壊LBeirut, 1977, pp, 111-112など。

1954年選挙の結果に反映されている（第8表）。こ

の1954年選挙は，シリアで実施された最も自由な

選挙であったといわれている。

軍事政権が成立した1949年とそれが崩壊した19

54年の選挙結果を比較してみると， NPとPPを

中心とする保守派が全体として退潮傾向にあるの

にたいし，革新派のパース党と共産党が大きく躍

進したことがわかる。パース党の躍進と共産党の

リーダーが議員に選出されたことは，独立から19

50年代前半にかけての社会変動がきわめてダイナ

ミックなものであったことの証左である。

シリアを取り巻く外的変化としては， 1955年2

月のパグダ｝ド条約がきわめて大きな意味を有し

ている。これによって，アメリカ，商ヨ｝ロヴパ

を軸とし， トルコ，イラクを含めた反共産主義ラ

インが形成され，シリアはこれらの諸国によって

包囲されてしまった。これに対抗するシリアは，

当時非同盟中立とパン・アラブ政策を掲げてアラ

ブ世界にその指導力をあらわしはじめてきたエ

ジプトのナセルと共同歩調を取ることとなった

位 19）。さらに，ソ連など社会主義圏諸国との外交

18 

・通商関係なども前進し，シリアの政治コースは

急激に左寄りに旋回した〈注20）。

このような政治状況を背景とした革新派と保守

派との角逐は各地における補欠選挙にあらわれ

た。 1955年のホムスにおける補欠選挙では，共産

党とパース党とが連合した社会主義者連合が中立

のアフマド・ハッジ・ユーニス（Al;lmadal・l;Iajj

Yunis）を推薦し， PP,NP, SSNP，イスラミック・

ブロックなどの保守勢力が推薦したラーシム・アフ

ラス（Rasimal-Akhras, PPの推薦候補〉に勝利した

悦 21)0 また，1957年に行なわれたダマスカス，ホム

ス，スウェーダの補欠選挙償却でも，すべて共産党

とパース覚の社会主義者連合が勝利した。グマス

カスではムスタファー・シパーイー（Mu号tafaal-

Siba'I）にたいしてリヤード・マーリキー（Riyii母

al-Malikt）が，ホムスではサィード・ティッラウィ

ー（Sa'tdal・Tillawl）にたいしてカマール・カラリ

ープ（Kamalal-Kala!Ib）が，スウェーダではシタ

ン・ナーセル（Sitanal-N置sir）にたいしてサッヤフ・

アブー・アサリー（SayyahAbu Asalr）が勝利をお

さめた（注23）。

保守勢力の後退と社会主義者勢力の進出は，内

閣の構成にも反映した。軍事政権が崩壊したあと

1954年3月に成立したザブリー・アサリー（；，abrr 

al-Asalr）内閣は， N PとPPとの連立内閣であっ

た（注24）。 1954年選挙後のファーリス・ホーリー

(Faris al-KhOrl）内閣では，パース党とハーリド・

アズム（Khalidal-A事m）派が入閣を拒否し， NPと

p P主体の内閣となった。当時の議会は，ハーリ

ド・アズム（注25）の民主ブロック（DemocraticBloc) 

とサブリー・アサリ一也加のNP，およびパース

党のアクラム・ホーラーニ一派償却が大きな勢力

であった。パース党員が入閣したのは惟28), 55年

2月の第2次サプリー内閣のときで，この内閣で



はPPのメンパーが入閣を拒否され1人も入閣し

なかった。これは，パグダード条約でプロ・イラ

クのPPが国内の他の勢力からの攻撃をうけたた

めである。その後， 55年9月から56年6月までの

サィード・ガッズィー（Sa・Idal-Gazzl）の連立内閣

では， PPがかろうじて勢カを回復するが，同時

に民主ブロックや無所属がNPのかわりに勢力を

拡大した。そして，この内閣は政治的には中立政

策を取らざるをえなかった。しかし， 1956年6月

と12月の第3次，第4次サプリー内閣になるとN

Pが勢力を回復し，主要ポストをサブリー・アサ

リ一派，ハーリド・アズム派，アクラム・ホーラ

ーニー派が独占した（ff.29）。 1956年後半惟掛から19

58年のエジプトとの合併までの時期になると，外

相にサラーフイッヂィーン・ピターノレ（：＇；， alahal-Din 

al・Bitar，パース党員），経済大臣にノ、リール・カツ

ラース（Khal!lKallas，パース党員，アクラム・ホーラ

ーニー派〉，国防相にハーリド・アズム（問。が，下

院の議長にアクラム・ホーラーニーが，軍参謀総

長にアフィーフ・ピズリー（Afrfal-Bizr1)C注32）が就

任し，シリアの政治局面は社会主義者勢力に支配

されていた位33）。 1954年から58年までの時期は，

この台頭する社会主義者勢力にたいして民族主義

勢力が妥協をした時期である。

政権を文民に返還した軍部では，内部における

権力闘争がおこなわれていた。かつてのアディー

ブ・シシャクリーの僚友たちゃアクラム・ホーラ

ーニ一派が，軍部における権力（注舶を争って対立

していた。当時の将校ク勺レープ’としては，アクラ

ム・ホ｝ラ｝ニーに結集するパース党派将校（注35),

アミーン・ナフーリーの率いる無所属派ωω〉，こ

の両者のあいだで動揺する中間派世間，一匹狼の

アブドウルハミード・サッラージ（Abdaトl;Jam!d

al-Sarrllj），アブドウノレカリ｝ム・ナブラーウィー

現代シりアの社会変動と政治権力構造

(Abd al-Karim al・NahlawI）の率いるダマスカス・

グループ（注掛などがあった。

このように，従来伝統的エリートに支配されて

きたシリアの政治コースは， 1949年から1958年に

かけて，とくに1954年以降は，伝統的エリートと

反体制エリートとの衝突へと大きく方向を転換し

た。杜会勢力との関連でみると， 1950年代の後半

期は民族主義勢力が社会主義者勢力と提携して伝

統的勢力の崩壊を図った時期である。伝統的エリ

ートと反体制エリートとの衝突は，社会の流動化

によってもたらされた都市の下層労働者と農村か

ら都市に流入してきた都市の無産化階級，および

農村の貧困農民層などの下層階級を自らの政治基

盤として組み入れる闘いであった。反体制エリー

トは，伝統的エリートの経済的，政治的基盤を脅

かしていたが，この反体制エリートも新しいエリ

ートの成長によって脅威を感じていた。かつて提

携していた反体制エリートと新しいエリートは，

1950年代末から1960年代初頭にかけて分裂するこ

ととなった。

新しいエリートの政治社会的萌芽は， 1940年代

の高等学校にあった。ここに参集した下層中産階

級や農民たちの子息がパース党一一実際にはその

メンバーである教員一ーからイデオロギー的抗礼

を受け，これが強い地域主義意識を媒介として波

及的に拡大していった，この新Lいエリートの核

は，軍人将校と教員であったが，とくに下層階級

出身の将校が重要であった。かれらは， 1954年以

後の政治的転換期，たとえば1954年におけるシシ

ヤクリ一政権の打倒， 1961年におけるアラブ連合

共和国からの離脱， 1963年のパース党政権の誕生

など，に主要な役割を演じてきた。

5. アラブ連合共和国時代

さて， 1958年2月から1961年9月までのエジフ。
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トとの合併は，帝国主義勢力の陰謀（加のと国内の

社会主義および急進派勢力の成長との狭間で脅威

を感じた民族主義者たち（主としてNPの左派やパ

ース党〉が，エジプトと同盟して政権の安定を閲

ったものである。これは，エジプト側からすれば

すでにシリア国内で大きく成長し圏内の政治局面

を支配していた社会主義者勢力を牽制するもので

あった。かくじて，新しく成立したアラブ連合共

和国，その代表であるエジプトのナセルは，まず

シリア共産党を弾圧した。さらに， 1959年には，

アラブ連合共和国成立の僚友であったパース党の

左翼グループをも弾庄しかれらを政権から遠ざけ

た。そしてパース党員にかえてナセルが霊長用した

のは軍人将校であった（注40）。ナセノレは，いかなる

政党にも関係のない将校たちをアラブ連合共和国

の目標を達成するための手段として利用したので

ある。こうした政治的過程は，民族主義者・と社会

主義者との聞に存在した古い同盟の鮮を断ち切る

こととなった。

アラブ連合共和国結成の前提条件であった既成

政党の解散は，新たに設立された「国民連合J

(National Union）が脆弱であったため一種の政治

的空白状態をつ〈り出した。この政治状況は，近

代的な勢力を弱体化させ伝統的なグル｝プを再び

台頭させることとなった。しかも， 1961年7月に

一連の社会主義政策が講じられるやこれら社会主

義的プログラムは民族主義者および伝統的グルー

フ。一般の既存の権益を脅やかすこととなった。

6. アラブ連合共和国からの離脱鰯

このようなナセルの社会主義化政策にたいす

る抵抗が1961年9月のクーデターをもたらした

唯 41)。無論，このクーデターは伝統的なグルーフ。

や民族主義者によって支持された。このような政

治社会状況の変化は，政治エリートにおける伝統
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的エリートの復権をもたらした世42〕。

しかしながら，すでに大きく変容を遂げていた

社会状況はこの伝統的エリートの政治社会基盤に

そぐわないものとなっていた。この伝統的グルー

プの復活は，すでにこ極化してきていた社会的勢

力の流れとは相容れず，やがて労働者，学生，教

員などの諸グルーフ。から反撃を受けることとなっ

た他43）。そして， 1963年3月，伝統的エリートは

ついに新しいエリートによって追放された。この

新しいエリートは，社会主義という旧来とは全く

異なる新しい政治的枠組みを採用し，固有化，農

地改革などを実施して伝統的エリートの政治的，

社会的，経済的基盤を崩壊させてしまった。

伝統的エリート，反体制エリートに代わって登

場したこの新しいエリートは，貧困農民層と下層

労働者・，および都市の中産階級とくにスンエー派

の商人閣を，どのようにして政権の基盤に組み込

んでいくかという課題に直面していくこととな

った。しかも同時に，その内部においては，社会

主義化をどの程度まで押し進めるかという点で穏

懐派と急進派のイデオロギー論争が展開されるこ

ととなった。

(il戸 1〕 ナショナノレ・ブロックは，両大戦闘則』こお

けるシリア独'.ll：運動の闘志の集まりで， 1929年にイブ

ラーヒーム・ハナーヌー（IbrahimHanan包）によ.，て

設立された。 ！f -~ ；＜.カスの名望家ジャミーノL・マノレダ
ム（JamilMardam Bey), シュクリー.flツトリー

(ShukrI al-Quwatli），アレッポv）名望！家ムハンマ y ド・

ツrーヒノレ・ジャーペリー（Mu]:tammadFakhir aト

Jabirl），十アダ γ ラ・ジャーへ）ー（Sa'dallah aト

Jabirl)，ホムス ））名一宗家ハーシム・アクーシー（Hashim

al・AtassI）などがメンノCーであった。このナシ gナル・

プロソクは， 1947年の選挙を契機に二つの派に分裂L

た。 1947年選挙の数カ月前にその主流派が集結して関

民党（NP）を，この選挙のときにNPのグループと店：

見合民にしたグル←プが1948年2月に人民党（PP）を



設立した。 NPの党首は，サTダッラ・シャーベリーか

らナビー 7・アズメ（Nablhal-A害meh），プブドワルラフ

マーン・キヤーリー（Dr.Abd al-Ral)miln al-KiyiilI）と

交替するが，その主なメンバーとしては，シュクりー・

タワトリー， νγ ミーノレ・マルダム， 7 r F リス・；f、

ーリー，ルトゥ 7 1一・ハッ 7 7 -JL・，サブりー・ア

サリーなどがあげんれる。 NP はハーシム ＇.$~ の拡大：l,

義に反対L，「REiJなぷH月地借の統・・jを折1否しシリ

アの独立を t厳した。 NPは，イラクひいてはイギリ

ス正主主務してハーシム2まの）.；iiに協調したPPと対抗

L，フランスと協凋した。 PPは， NPグパープとく

に大統領のシュクりー・タワトザーり政策に反対する

同志が結集ーして対il≫t~れた。設立者u，アブドウルパ

ーイー・ニザームイッディーン（Abdal-Baql Ni.¥iim 

al-Din）およびロシュデ4・キーフィヤー（Rushdial-

Ktkhlyil）であるが，他にアレヅポの7ージム・タドゥ

シー， 77マド・カ γパル（Al)madQanbar），ダマス

カスのロシ品ディ・ジャパリー（RushdiJabarl），アり

一・ポーゾー（AllBo事0），ホムスの 77イディー・ア

ターシー（Fai<,ilaトAtil副），アドナーン・ 7!Iーシー

(Adnii.n al・Atlls目的 ta_・がメン〆：－-cあった。 シリア

の地方とくにアレツポを中心とする政党で，保守的な

アレッボの尚人たちの利害を代弁した。 PPはシリア

とイラ Pの統・rtに賛成し，立憲政治を＇｝るため軍事政

権に反対した。

（注2) アディープ・シシャ (J IJーが1951年のクー

デター後独裁政権の基量生として1952年8月に結成した

政党である。すべての政党を禁止したのち，僚友の将

校たちを母体にアラブの解放を掲げて結・成された。

(tl 3) アミーン・ナ 7ーリー，アフマド・アプド

。ルカリーム（Al:JmadAbd al・Karim），アブドウノレハ

ミード・ 4ナ iソラージ， トゥマ・アウダッ Fッラ，アフ

マド・フナイディーなどがこのグループに参加した。

（注4) ハリール・カツラー久（KhalilKallils），ム

スタファー・ノ、ムドゥーン（軍人〉，パヒージュ・カツ

ラース（BahtjKallas，軍人），アプド 0ノレガンユー・

カンヌート（軍人〉， リヤード・マーリキー（軍人〉，ジ

ヤード・ハ 1.Jーリー（軍人〉など。ア Fヲム・ホーラ

ーニーは，ハマで地主にたいする反対闘争を組織し，

アラブ社会ノ；z(al-}:iizh al-arabt al・ishtillikl,The Arab 
Socialist Party）を結成するが，1953年にアラブ・パース

党（hi害bal-ba'th al-arabi, The Arab Bath Party）と

合併し止。

現代シ明アの社会変動と政治権力祖母造

〈注5) パース党， SSN P，共産党などの1940年

代， 195。年代におけるリーダーは，中産階級出身の知

識人であった。当時のパース党のリーダーは，ダマス

カスのミシェノレ・アフラ？ (Michel AHaq，ギりシャ

j［教徒〉や＋ラー 7イッディーン・ピタール（宇ali!.}:i

al・Dtnal・Bitilr，スンニ一派〉などの教員，ラタキア

地区のワヒープ・ガーネム（Wah1bGan凶，アラウィ

教徒〉という中流階級出身の医者，ディーリ・ゾール

の名望家サッイド（al-Sayyed）家（イスラム・スンニ

-IJ正）出身のジャラール・サ ・:tイド（Jalii.lal-Sayyed) 

などが中，bであった。共産党では，ダマスカスのクノレ

ドti:特区の中産階級出身のハーリド・パグダーシュ

(Khalid Baghdish）が党首であり，その支持者も中産

鰍級を含んでいた。しかしながら，パース党やSSNP

の組織鉱大の核は，ハラカ（l)alaqa）であった。ハヲカ

とは，現在の大学教育におけるゼミナールに相当 L,

教師のまわりに学生が集まって勉強する方法である。

このハラカ方式による組織の鉱大過程は，中産階級の

知識人たちと下層階級の学生や軍人たちとの接触の機

会でもあった。

（注6) Parti Populaire Syrien (PPS）としても知

られている。 1932年レパノンでアントー γ ・サアーダ

(Auton Sa'adah）が設立した組織であるが， レパノ Y

政府に政党として甑められたのは1943年になってから

である。しかし， 1949年にレバノンで禁止されてから

本部をダマスカスに移した。この党は，シリアではイ

スラム・スンニー派の地域でないラタキア地方で普及

した。主たるメ γパーは， ジョノレジュ・アプドワノレム

シーフ（GeorgeAbd al・Musil:i），オサーム・ミハーイ

リー（Osilmal・Mi}:layrl），パディーゥ・イスマーイー

ノレ（Badt'Ism! 'ti）などである。シリア主義の原則を確

立し，シリアはシリア人のもの，シリアの問題はシリ

ア国民およびシリア国家の問題であること，シリア国

家はシリア人民の統一体であることを主張した。また

F布教と国家を分離し，封建制の廃止などを要求した。

この党の組織は中央集権的，階級的な性格を帯びてい

た。そして同時に，強力な軍隊を準備することを要求

しTこ。

（注7) 1940年頃から母体が発生するが，正式に党

として結成されたのは1947年である。ミシェル・ 77

ヲク，・サヲー 7イッデ4ーγ ・ピタール，ワヒープ・

ガー不ムなどを中心に設立されたパン・アラブ社会主

義政党である。そのスローガンは， 「自由，統一，社
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会主義」を基礎とした統一アラブ民族国家の建設であ

った。この党は， 1960年代にその性格を変えてL、く。

1963年以後現在に至るまで政権を望書短している。

（注8) 1928年以降存在するが，公けに活動を開始

したのは1937～39~t(iからのことである。党首はハー

リド・パグターシュ。

（注9) 1940年に77イサル・アサリー（Fai写alaト

Asali）によって設立された右派政党でパン・イスラム

運動を提唱した。同時に「穏健な社会主義」を標務し

その基礎として①階級的差異をなくすように努力する

こと，②地主，資本家，富裕者と農民，貧困者とのあい

だの淵を埋めるように努力することを掲げた。このえ

ンパーとしては， 77イサル・ア咋りーのほかにサイ

フイッディーン・マ7ムーン（与aifal・ Din al・Ma'miin)

やアフマド・イスマーイール（AりmadIsma'Il）などが

し、Tこ。

（注10) 1928年にエジプトで設立され，後にアラプ

諸国に波及した。ジリアには， 1930年代初めに伝播し

1935年より活動が顕在化した。最初アレッポを中心に

活動したが， 1'#1全体にこの団体が知られるようになる

のは1945年頃である。主妥なメンバーは，ム λ タアア

ー・シノミーイー（Mu年tafaal・Sibii'I），ムハンマッド・

ムパーラク（MuJ:iammadal-Mubiirak），ムスタフ 7一・

ザノレカー（Mu手tafaal・Zarqii）などである。この党は五

つの原則，③個人の改革，②家庭の改革，③社会の改

革という一体として遼統する改革．と，④帝国主義にた

いする続争，⑤アラプとムスリムとの統一，を基本綱

領とした。

（注11〕 たとえば，イドリプでは，ハキーム（l;lakim)

家のメンパーが1949年まで三期連続して議員に選出さ

れていた。また，ホムスの1947年の選者許で議員に選出

されたラーティプ・ホサーミー（Riitibal・I;IusamI）は

アターシ一家の支持を得なければ当選できなかった。

かれは，アレヅポ，ホムスの高校の教師を勤めたあと

議員に選出された。

〈注12) 政治上の争いが家狭間の反目と一致して行

なわれた例としては， 1947年の選挙におけるジスノレ・

シュグール(Jisral・Shughiir）でのアフダリー（AhdalI)

家とナッジャール（al-Najjar）家とがあげられる。この

争いは，両家に繁がる血縁グループを巻き込んだ血の

復讐になったといわれている。

（注目〕 とくに，議会におけるファイサル・アサリ

ー（社会協同党の党首〉の軍部批判は激しかった。 v
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の攻撃は，将校の解雇や軍事予算の削減を議論するま

でにエλ カレートした。これにたいする反撃として軍

事クーデターが決行された。

（注14) 工業プロジェ Pトにたいする融資，保護関

税の実施，ベイ（Bey),;;r..フェンディ（E妊endI）などの

市い身分的称号の廃止（1952年1月16日の法令第 66

サ〉，憲法の発布（19印年9月5日に制定され，「19印

年憲法Jと言われている〉などがその例である。

（注15) 第I節の（注10）を参照せよ。

（注16) なかでも，治安警監察部長イプラーヒーム・

アサイニー（Ibrahiml;lusaint）の解雇が有名である。

かれはシシャクリーの右腕ともいうべき存在であっ

た。

（注17) 1954年，ホムスで，シシャクリ一時代に政

治権力を喪失した伝統的エリートを中心に国民戦線

(National Front）が結成され，①19同年憲法の復活と

⑨シシャクリーによって発布された諸法令のうち基本

的なものの再検討を要求として掲げて戦うことを宣言－

Ltご。

（注18) この政権にたいする反対闘争に大きな役割

を果たしたのは，ホムスの新聞 TheNew Syrianで

あった。この新聞はシりア園内における唯一の反政府

新聞てJ p Pのメンバーである 77イディー・アター

シーによって刊行されていた。とくに， 1954年1月27

日～28Flに指導的な政治家を逮捕したことがシシャク

リ一政権の失墜を致命的にしてしまった。

（注19) 1955年10月22日のエジプト・シリア共同防

衛条約， 1956年7月のエジプト・シりア統一のための

閣僚委員会発足などが続いた。エジプト・シリア統ー

のための閣僚委員会のシリア側のメンバーは，サプリ

ー・ア＋りー（NP），アブマド・カンパノレ（AJ:imad

Qanbar, PP），サラーフイッディーン・ピタール〈パー

ス党〕であった。

（注20) 1955年11月， ソ連の在シリア総領事館のス

テイタスを大使館に昇格させた。また， 11月に，ソ連，

中間と貿易協定を締結した。その後， 1956年春にかけ

てソ連との人的交流の拡大，チェコスロパキアによる

製油所建設の同意などがあった。シリアとソ連の関係

を強化させた最も大きな出来事は， 1955年9月から

1956年前半にかけて，ソ連のシリアにたいする武器供

与，軍事訓練の援助が実施されたことである。これら

の1向日， SealePatrick, The Struggle for Syria, 

Oxford, Oxford University Press, 1966，や Khalid



al・A事m,Muzakkirat Khalid al・A宰m〔ハーリド・ア

ズムの回想録〕， Beiro.t,1973，を参照せよ。

（注21) この選挙は，ホムスで保守勢力が段初に敗

北を喫した選挙である。

（注22〕 r:2:;l!l'.の罪で 4人の議員が有弊判決をうけ

た。 4人は，①ムニーノL・アンュラ←ニー（Muniral-

AjlanI, ,1. '.I!＞.ブロック，ダマスカス出身， 1910年生ま

れ。 193611',1947年， 1949年， 1954:f手の41副議員に、＇'I

選していた〉，③アドナーン・アターシー（Adnll.nal-

Atll.ssJ, PP，ホムス出身， l卯5年生まれ。ハーシム・

アターシーの息子。 1954年議員に当選入 ③ファドノレ

ヴラーフ・ジャルブーゥ（Fad!Allah Jarbo.＇，立療プ

ロック，スウェーダ県のドゥノレーズHJ身， 1945年に

当選〉。④ハーイノレ・スノレール（ShaikhHll.yel Suro.r, 

ドゥルーズ出身，部族長， 1913年生まれ。ジャパノレ・

アラプ(Jabalal-Arab）地方の議員として1947年， 1949

年， 1954年に選出された〕，である。これら 4名の補

欠選挙のうち，④のνャハノレ・アラブ地方の議員は部
族長による選出なので，他の3地域つまりダマスカス，

ホムス，スウェーダにおいて退場が実施された。

（注23) この補欠選挙は 3月に公示され5月4日に

実施さ札た。 l可陣常の得票数は次のとおりであった。

ダマスカス・リヤード・ 7 ーリキー（2万808票）対ム

スタ 77一・シパーイー（ 1万8461票）。ホムス：カマ

ール・カヲリーブ（1万9127票〉対サィード・ティッ

ヲウィー（1万5480票〉。スウェーダ：サツヤフ・アプ

ー・アサリー（3671票〉対νタン・ナーセル（21印票〉。

（注24) この内閣は， NP4名， PP4名，無所属

4名で構成され，パース党員は組閣から外されていた。

（注25〕 1903年ダマスカスに生まれる。アズム家の

山身。シリアを代表する富豪。経済活動に従事すると

同時に政界で活環する。シりアが経済的独立を達成す

るときの立役者で， 1940年代後半にシリアがプラン閣

から独立するときの政府間交渉の代表であった。 1941

年から1962年の閑にら団組閣している。

（注26) 1903年ダマスカスに生まれる。弁護士。 19

25～1927年のシリア革命に著書加ののち，近隣アラブ諸

国で活動するが，のちに帰国 L,1936年から政界に入

る。 1936年， 1943年， 1947年， 1949年， 1954年と毎回

議員に選出された。 NPの書記長。 1954年から1958年

までに4阿組閣している。

（注27) ハマに生まれる。 1943年以来議員に当選し

ている。かつて， SSN Pに入党していたが，その後

現代シリアの社会変動と政治権力構造

背年党（』izbal-shabiba, The Youth Party）やアラ

ブ社会党を設立し，地元ハマの封建勢力と闘った。ア

ラプ社会党はのちにアラブ・パース党と合併し現在の

くース党となった。ハマ出身の反体制グループとくに

軍人に知己が多く，ハース党が軍隊のなかに浸透して

千Jく媒介者となった。かれは，パース党員を中心に一

つの勢力グループを形成した。 1950年代後半期のシリ

ア政界の実力者であった。アラブ連合共和国成立の直

前は下院の議長，アラブ連合共和国成立時には副大統

領となった。

〈注28) これ以前にもパース党員で大臣職についた

例がある。 ミシヱノレ・ア 7ヲクの文部大臣（1949年8

月14日～11月19日，辞職〉である。この1955年の第2

次サプリー内閣では，ワヒープ・ガーネムが厚生大匡

として入閣した。

（注29〕 この内閣は，ハーリド・アズムとパース党

の支援がなければ成立しなかった。

（注30〕 1956年末の改造では穏健なPPメンバーが

追放された。

（注31〕 かれは，当時ソ連寄りの政治態度を示して

し、fご。

（注32) 急進派の社会主義者。当時，共産党と関係

があったらしい。本人は民族主義者であったとそれを

否定している。

（注33) 1954年10月以降アラブ連合共和国の成立ま

での内閣とその党派別構成は次に示すとおりである。

以下，内閣名（政権担当期間），党派}Jlj（入関者数〉で

示す。
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（出所〕 Faris al-Khori, Mudhakkirati C我が回顧録；， Beirut, 
1966，第2巻，第3部より作成。
（注〉 党Vfの所属については， Khalidal-A写m,Mudhakkirat 
Khalid al-A芋m （ハ－ 日I'・アズムの国組録〕の第2巻，第2
部，第5章の議員人名分類にしたがっている。
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（注34) 最も大きな権力 Iii~·争は参謀総長のポストを

めぐるものであった。このポストを最も渇望したのは

アブドウルハミード・サッラージである。かれは，タ

オフィーク・ニザームイッディーン参謀総長の後継を

~ii ってタオフィークを 1956年 7 月 7A に辞任させる

が，アフィ－ 7・ビズリーが後縦者となってしまった。

（注35) アプド。ルガンニー・カンヌート，リヤー

ド・マーリキー，パヒージュ・カツラース，ムスタフ

アー・ハムドゥーンなど。

（注36) 党との関係はもたなかった。一時，ハーリ

ド・アズムと提携したアミーン・ナプーリーはアズム内

閣で表地改革相（1962.9.17～63.3.8）となった。パー

ス党とは対抗した。このグルー 7には， 77マド・ア

プドワルカリ ム，ジャドー・イッズディーン（Jado

lzzedin）がし、る。

(it3η ア7マド・ 7ナイディー， トゥマ・アゥダ

ッタッラなど。

〈注38) ムヒープ・ヒンディー，ファーイズ・りブ

7ーイー，アプドクルガンニー・ダ 7 .，ーン（Abelal-

GannI Dahma孔）， アクラム・ダイリーなどがこのメ

ンパーである。

（注39) 危機的な状況は1957年8月に現われた。追

放されたアディープ・シシャクリーとイプラーヒー

ム・プザイニーを利用してシリア政権を転覆させよう

としたアメリカ帝問主義の陰謀が発覚し，在シリア・

アメリカ犬使館のフランシス・ジェトンヌ（Francis

Jetoune），ハワード・シットウン（HawardSittum), 

ロパート・マウラウィ（RobertMawlawy）大佐なとが

Jlll刻閑外退去を命じられた。（『アル・アッヤーム』

(Al-Ayyam）紙， 1957年8月13日〉この時の陰諒解明

の裁判は，アフィーフ・ピズリーが委員長であった。

このアメリカ帝国主義にたいするシリアの抗議は，ザ

ラーフイッディーン・ピターノレ〈パース党員〉外相に

より国連で行なわれた。

（注40) アラブ連合共和国成立時（1958年3月〉の

内閣は，中央内閣とエジプト，シりアの各地方内閣と

から構成されていた。この時の内閣におけるシリア人

閣僚は，パ－;,t..党員4名（アクラム・ホーラーニ一派
3名とサラーフイッディーン・ピタール），サプリー・

アサリ一派2名，軍人3名（アミーン・ナブーリ一派

と，アブドウノレハミード・サッラーシ〉， 無所属5名

であった。バ←ス党員は1959年末から1960年初めにア

ラブ連合共和国の内閣から辞任した。バー λ党員にか
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わって入閣したのは，アグラム・ダイリー，ジャドー・

イッズディーン， トゥマ・ 7 ，；，ダッタッヲ，アフマド・

フナイディーなどの軍人であった。

（注41) 8月16日に成立した改造内閣は，地方内閣

のない統一内閣で，エジプトが事実上シりアを政治的

に併合するかたちになった。このことは，社会主義ぷ

法令の発布とともにシリア国民を憤慨させることとな

7・
〆ヲ，－。
(I主42) この時期の内閣は，マ7ムーン・ 9ズパリ

ー（Ma'miinal-Kuzbarl）暫定内閣（1961.9.29～1961.

11.20および1961.11.20～1961.12.23），第2次マ 7ノL
ーフ・ダワー 1）ピー（Ma'rufal・Dawalibl）内閣（1961.

12.22～1962.3.27），第 1次バシール・アズメ（B邸 h1r

al-A事meh）内閣（1962.4.16～1962.6.20），第2次パ

シール・アズメ内閣（1962.6.20～1962.9.17），第5
次ハーリド・アズム内閣（1962.9.17～1963.3.8）であ

った。たとえば， NPを排除したマアルーフ・ダワー

リピー内閣の糠成をみると， PPが6名，イスラミッ

タ・プロックが3名，立鐙プロックが3名，ダマスカ

ス進歩派プロソタが3名，ユープラテス・新開地プロ

ックが 1名で，保守政党の独占であった。

Ci主43〕 1962年6月，シリア労働組合総連合が且ジ

プトとの再統合を要求し反政府運動を起こす。政府が

これを圧迫するや労働者側はストライキでこれに応酬

した。同年10月にはエジプ卜との再統合を要求する大

衆デモが起き，続いて， 11月にはアレッポで労働組合

の指導者が多数逮捕され，さらに学生ストライキが起

こり，ハマ，ダマスカス，アレッポに拡大した。この

反政府運動は，翌12月に2万筑間人の教職員がストラ

イキに突入するや頂点に達した。

結びにかえて

シリアが体験した独立期における社会変動は，

緩やかで段階的というよりもむしろ急激で徹底し

たものであった。そして，このプロセスから前近

代的な過去とは訣別した新しい資本主義的な社会

関係が誕生した。との新しい社会関係は，さらに

発展し，最終的には「社会主義的Jな方向へと展

開しこれが現在に至るまで存続してきている。

この社会変動のプロセスは，政治権力構造に大



きな変化をもたらした。従来の伝統的なエリート

が没落し，反体制エリートが受場した。この反体

制エリートは，かつて伝統的エリートが基盤とし

てきたのと同じ政治的枠組みのもとで権力を奪取

しようとした。これにたいして，伝統的および反

体制エリートに代わって登場した新しいエリート

は，従来とは全く異なる新しい政、治的枠組みつま

り社会主義体制を採り入れた。

これら政治エリートの社会的系譜をみると，伝

統的，反体制エリートが都会のイスラム・スンニ

一派を主体としたのにたいし，新しいヱリートは

主として農村部のマイノリティが中心であった。

そして，この新しいエリートは，パース党や軍隊

という媒介項を用いることによって，新しい政治

的枠組みのもとで新しい社会階層を基盤とした政

現代ジリアの社会変動と政治権力構造

権を確立しようとした。

かくして， 1960年代以降のシリアにおける政治

的課題は， 1)マイノリティを中心とした新しいエ

リート内部の権力抗争という問題と， 2）さらにこ

の新しいエリートが社会主義という新しい政治的

枠組みをどの程度まで徹底していくのか，および

その社会的基盤として，都会の中産階級（とくにス

ンニー派の商人層），労働者，および農民をどのよ

うに組み込んでいくのかという問題として現われ

てきた。

〔付記］ 本稿は，アジア経済研究所の研究会「中東諸

国近代化の再検討j (55～日年度〉の中間報告であ

る。

（アジア経済研究所調査研究部）
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